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パナソニックの
ＣＳＲ調達の考え方



パナソニックの経営理念



創業者の考えた「企業の社会的責任」（1970年代）

１．企業の本来の事業を通じて、社会生活の向上、
人々の幸せに貢献していくこと

２．事業活動から適正な利益を生み出し、それを
いろいろな形で国家社会に還元すること

３．そうした企業の活動の過程が、社会と調和
したものでなくてはならないこと

三原則を銘記し、時代に即応すること



■「社会の公器」として

事業を通じて社会に貢献する

■「スーパー正直」に透明性を高める

■「社会の公器」として

事業を通じて社会に貢献する

■「スーパー正直」に透明性を高める

ＣＳＲ （企業の社会的責任）

ＳＲＩ （社会的責任投資）

パナソニックの経営理念とＣＳＲ



パナソニックのＣＳＲ調達の考え方



パナソニックのＣＳＲ調達の考え方

調達のＣＳＲ活動

思いやりと誠実さを
基本とした
「スーパー正直」

環境革新の
あくなき追求

信頼と責任に基づく
パートナーシップ
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・自らを律し、
正しい取引を実践

・顧客・社会からの信頼
・設計参画の絶対条件

・法令・社会規範の順守

グリーン調達

情報セキュリティ

コンプライアンス

クリーン調達

・省資源、再資源化
(循環型モノづくり）

・禁止物質非含有

ＣＳＲの実践がなければ、社会から峻別される時代

人権・労働、安全衛生
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・顧客・社会からの信頼
・設計参画の絶対条件

情報セキュリティ

・法令・社会規範の順守

コンプライアンス

人権・労働、安全衛生

グリーン調達

・地球環境との共存
・禁止物質非含有

・自らを律し、
正しい取引を実践

クリーン調達

・省資源、再資源化（循環型モノづくり）

・禁止物質非含有

グリーン調達

パナソニックのＣＳＲ調達の考え方



グリーン調達の強化

購入先様と一体となってC02削減・資源循環・生物多様性の取組みを強化

CO2排出量削減

資源循環

生物多様性

環境マネジメント

化学物質管理

ＩＳＯ１４００１認証取得

① 禁止物質「不使用保証書」
② ＲｏＨＳ監査 Ａランク取得
③ ＧＰ-Ｗｅｂ化学物質情報更新

・再生資源の活用拡大や

投入資源削減のご提案

新・グリーン調達基準書（２０１２年１月発信・4月施行）

＋

・弊社向けのCO2排出量ご提示

・植物由来等の新材料ご提案

・生物多様性保全の情報ご提供

現行必須取組み 新たにお願いする取組み



購入先様の事業活動領域*での環境負荷低減

一方的なお願いではなく、コラボによる成果の共有

購入先様によるサプライチェーン上流へのはたらきかけ
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グリーン調達の対象領域

「環境革新企業への変革」に賛同し、部材を提供頂ける購入先様群を構築

購入先様

グリーン調達の推進

３つの基本要請

＊「事業活動領域」とは部材調達、生産、物流、開発、販売といった購入先様の活動領域を指す
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グリーン調達

・地球環境との共存
・禁止物質非含有

・自らを律し、
正しい取引を実践

クリーン調達

・法令・社会規範の順守

コンプライアンス

・顧客・社会からの信頼
・設計参画の絶対条件

情報セキュリティ

人権・労働、安全衛生

人権・労働、安全衛生

パナソニックのＣＳＲ調達の考え方



サプライチェーンで実践

グローバル化とともに人権・労働マターがクローズアップ

人権・労働、安全衛生



米国金融規制改革法 コンゴ紛争鉱物条項

■法制化の背景
コンゴの豊富な希少金属を資金源とする反政府武装組織の資金源根絶
２０１０年７月、米国金融規制改革法案(コンゴ紛争鉱物条項を含む)が成立

■コンゴ紛争鉱物条項の内容等
（１）内容…ＳＥＣ（米国証券取引委員会）への年次報告義務および報告内容のＷｅｂ開示
（２）対象…コンゴおよびその周辺国で採掘された紛争鉱物とその派生物を

製品に使用※する米国上場企業（当社も該当）
＊該当鉱物：タンタル、錫、金、タングステン（３ＴＧ）および国務長官が

紛争鉱物として追加認定するもの
＊周辺国：アンゴラ、ザンビア、タンザニア、ウガンダ、スーダン、ルワンダ

中央アフリカ共和国、コンゴ共和国、ブルンジ(９ヶ国)
（３）ＳＥＣ報告…該当鉱物の産出国・鉱山、入手経路の調査方法、

該当鉱物を使用した製品の説明 等
＊第三者の民間監査機関の認証が必要

（４）実施規則 …当初より遅れ、２０１２年１月～６月の間に公表予定
＊ＯＥＣＤガイドライン（実施規則の参考）は２０１０年１０月公表済

※製品に含有しない工程材料（設備以外の副資材）を含む



対外ホームページで「紛争鉱物方針」発信

http://panasonic.co.jp/c
sr/procurement/

index.html



パナソニックのＣＳＲ調達の原点

・パナソニックは創業以来、「共存共栄」の理念のもと、取引先様、
購入先様との関係を構築してまいりました。

・その根底にあるのは、自主責任経営のもとでの自立した企業間
の「相互責任」と「相互信頼」です。

・この考え方を共有した上で、お互いが繁栄するよう努力しあう
関係が当社の目指すパートナーシップのあり方です。

・この「共存共栄」の考え方こそが，ＣＳＲの実践に他ならないと
考えております。

http://panasonic.co.jp/csr/procurement/


